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[背景] 
1950 年代に始動したプラズマ核融合研究は、70

年に渡る研究開発を経て、燃焼プラズマを対象と

する時代に突入しつつある。10 年後の 2030 年代

には、ITER 等の進展により燃焼プラズマの物理が

進展し、原型炉開発の確度も向上していると予測

される。一方、核融合エネルギーを社会に提供す

るためには、炉心プラズマの学理の深化、安定的

長時間運転、様々な工学的最適化と制御性の確保、

及び先進材料開発等解決すべき課題が山積して

いる。地上に人工太陽を創造しエネルギー源とす

る核融合研究開発は、個人の活動の時定数を超え

て、人類社会の将来を切り開こうとする壮大なテ

ーマである。個人の活動時定数を超える長期的な

研究開発に挑戦し続けるためには、コミュニティ

内において、定期的に、人的リソースの接続性を

視野にいれた分野の将来計画、及び方向性を議論

することが欠かせない。 

この度、核融合科学研究所一般共同研究の枠組

みで、Fusion2030 研究会(通称)が設立された[1]。

本研究会では、2030 年代以降にプラズマ・核融合

分野が取り組むべき学術課題（プラズマ科学、核

融合科学、核融合炉工学）を整理し、分野として

の研究の将来展望を俯瞰するプラズマ核融合サ

イエンスチャート(以下サイエンスチャート)の

作成を計画している。 

 
[シンポジウムの目的] 
本シンポジウムでは、2030 年代以降に取り組む

べきプラズマ・核融合科学の学術課題について討

論する。シンポジウムでは、プラズマ核融合サイ

エンスチャートが目指すもの、コミュニティの現

状把握のために実施したアンケートの解析結果、

及び 3つのワーキング：プラズマ科学・核融合プ

ラズマ・炉工における活動状況についてそれぞれ

報告する。最後に、総合討論において、将来取り

組むべき学術課題に関する意見を集約する。 

 
[プラズマ核融合サイエンスチャートの目的] 
プラズマ核融合サイエンスチャートは、コミュ

ニティ共有の分野説明資料として作成される。用

途として、分野の将来を担う学生・若手勧誘、他

領域への説明、コミュニティとして協力して研究

リソースを獲得する際の補助資料となることを

想定している。イメージで表現するビジョンマッ

プと文章で表現するドキュメントの整備を検討

している。内容は、2018年7月に策定された原型

炉研究開発ロードマップ[2]と相補的となること

を意図している。すなわち、原型炉研究開発ロー

ドマップが、トップダウンで、炉の実現に向けて

最短の道をシャープに絞ることを指向している

のに対し、今回のサイエンスチャートは、ボトム

アップで、核融合科学を支える分野裾野が広いこ

と及び学術テーマが多岐に渡ることを顕在化す

ることを目的としている。さらに、プラズマ科学

/総合工学として解決すべき多様な課題に取り組

む複数の計画提案(既存と新規)を列挙する予定

である。 

 
[Fusion2030研究会の活動状況] 
Fusion2030 研究会は、2020 年 4 月に活動を開始

した。図 1 に研究会の体制を示す。サイエンスチ

ャート作成に向けて、3ステップを設定した：

Step1：状況把握、Step2：将来テーマ議論、Step3

ドキュメント纏めである。活動内容を広くコミュ

ニティーに発信するため、研究会活動資料(発表

資料、録画、議事録等)を、核融合科学研究所共

同研究者限定 web ページの研究会 URLにアップロ

ードしている[3]。さらに、研究会に寄せられた
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コメントも掲載し、インタラクティブな研究会と

なるように心がけている。 

 
図 1: サイエンスチャート作成を目指した

Fusion2030研究会の体制 
 

これまでの活動状況を報告する。 

[Step 1：状況把握] 

状況把握(Step 1)では、アンケート及び web 会

議システムを活用した定期的会合による状況把

握を実施してきた。まず、5 月に核融合研究室ワ

ーキング(とりまとめ 江尻[東大])を立ち上げ、

大学における核融合研究室/研究者の状況を調査

した。結果、260 名超の大学・高専研究者が核融

合関連で活動しており、分野の比重は低温プラズ

マ、高温プラズマ、炉工分野でほぼ均等であった。

上記活動を拠り所とし、6 月に、プラズマ核融合

コミュニティの状況と研究者個人の研究領域、研

究課題を把握するためのアンケート(とりまとめ

笠田[東北大])を作成した。核融合科学研究所、

及び複数学会のメーリングリストを活用し、1700

名程度へ回答を呼びかけ、378 名の方から回答が

あった。内 152名の方には、自由記述欄へも記入

いただき、本取り組みに対する関心の高さが伺え

る。アンケート結果は、Step.2 学術テーマ議論の

参考資料として活用されている。 

6 月中旬から、web会議形式で、12回の週イチ会

合、2 回の全体会合、及び 4 回の月イチランチョ

ン会合を開催し、ミュニティ内の活動状況把握を

行ってきた。これまで、双方向拠点(阪大レーザ

ー、九大 QUEST、京大、つくば、富山大)、大学研

究室、核融合研、量研機構、ITER の活動状況、将

来計画が紹介された。Web会議へは、毎回平均 70

名を超える参加があり、コミュニティ内の定期的

な情報共有の一助となっている。 

[Step 2 将来テーマ議論] 

 将来テーマ議論(Step. 2)では、3つのワーキン

グ：プラズマ科学・核融合プラズマ・炉工で学術

課題、将来テーマ等を議論している。8 月開催の

第 2回全体会議において、ワーキングをキックオ

フした。 

プラズマ科学(とりまとめ比村[京工芸繊維大]) 

ワーキングでは、プラズマ応用も包含しプラズ

マ科学として団結することを目指している。他分

野を強く意識し、分野内を横糸で繋ぐ研究キーワ

ード・領域を模索している。 

核融合プラズマ(とりまとめ仲田[核融合研])ワ

ーキングでは、環状閉じ込め、先進概念、慣性閉

じ込めの 3領域を設定し、包括的に研究課題が列

挙されるよう検討が進められている。3 つの領域

の研究課題を横断するカテゴリーを設定した上

で、それぞれの領域の研究課題の概略を記述した

リストを整備している。 

炉工(とりまとめ江原[東北大])では、まず、「核

融合炉における炉工学」が、「総合工学」とし

て多様な工学と学問領域で構成されているこ

とを再確認した。その上で、大学で行われてい

る先進的な研究や独自性の強い研究について

焦点を当て、「どのような装置が共同利用設備

として NIFS にあれば共同研究として参画した
くなるか」を検討する。 
 

[今後の予定]  

12 月以降に学術ワーキング(とりまとめ森[光産

業創成大])を立ち上げ、Step.3 ドキュメント&マ

ップ纏め(Step.3)に入る。アンケート及び定期的

会合による状況把握(Step.1)、及びワーキングに

おける将来テーマ等議論(Step.2)をサイエンス

チャートに集約していく。 

 

[要望] 

Fusion2030研究会は、大学研究者を中心として
設立された。その後、NIFS関係者への呼びかけ
を行い活動の和を拡大しつつある。この和を、

さらに広げるために、本シンポジウムでは、核

融合開発を担当するQST関係者、更には、産業
界からの忌憚ないご意見を伺いたい。本シンポ

ジウムを提案した意図はここにある。 
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2. サイエンスチャートアンケートWG
担当：笠田幹事 メンバー(浅井、重森、稲垣、仲田、江原、江尻)

役割：プラズマ核融合コミュニティ(1700名程度)内の統計データ集約、及びサイエンスチャートへの反映

会議運営 (小幹事団)
総括：森 [代表]
補佐：浅井幹事、笠田幹事
広報(Web)・会計：坂本(隆一) [世話人]
記録：永岡幹事、後藤幹事
日程調整：仲田幹事
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学術テーマWG
担当：森

役割：下記3WGの検討結果を学術テーマに収斂、
サイエンスチャートへ反映

メンバー：浅井、笠⽥、坂本(隆⼀)、永岡、後藤、
仲⽥、⽐村、稲垣、江原

Plasma Science WG
担当：比村幹事

役割：プラズマ物理の研究課題、将
来テーマ、将来計画の取り纏めとサ
イエンスチャートへの反映

炉工 WG
担当：江原幹事

役割：炉実現にむけた炉工の研究課
題、将来テーマ、将来計画の取り纏
めとサイエンスチャートへの反映

Fusion Plasma WG
担当：仲田

役割：各閉じ込め方式の研究課題、
将来テーマ、将来計画の取り纏めと
サイエンスチャートへの反映

Step 1
状況把握

Step 2
将来テーマ
議論

Step 3
ドキュメント&
マップ纏め

ミッション：プラズマ核融合サイエンスチャート
(マップ＆ドキュメント)の完成

Fusion2030研究会体制

将来テーマ議論に向けたリソース提供

1. 核融合研究室WG
取り纏め：江尻幹事

役割：大学等研究者の状況把握
とアンケート集計
磁場(三瓶・浅井幹事)

慣性 (菊池)
低温プラズマ (稲垣)

炉工(江原幹事、片山、近藤(創))
活動5/1~7/1

データ・解析結果提供

5. NIFS, QST, レーザー
取り纏め：坂本(隆一)

役割：NIFS、QSTの活動状況調査と
サイエンスチャートへの反映

NIFS・レーザー
LHD計画, 数値実験炉、炉工学、
J-EPoCH、慣性の取り組み
後継計画、次期計画(所内検討)

ITER、JT60SA、DEMO、A-FNS他

4. 大学等の取り組み
取り纏め：稲垣

役割：大学におけるプラズマ核融合研
究の状況と支え方意見集約
高温プラズマ(江尻幹事)
低温プラズマ(稲垣)
炉工(江原幹事)

名古屋大学(大野)/東北大学金属材料研
究所(笠田) /東京大学 TST-2(江尻/
京都工芸繊維大学(比村)/米国民間企業
との連携によるFRC研究 (浅井/
東京大学 RT1(齋藤/名大(岡本)

3. 双方向型拠点
取り纏め：江角幹事

役割：各拠点の活動状況・学術成果、今後
の学術の拡がり・将来計画の集約と
サイエンスチャートへの反映
九大トカマク(井戸幹事)
阪大レーザー(藤岡幹事)
京大ヘリオトロン(門幹事)
筑波大ミラー(江角幹事)
富山大同位体(原幹事)

週イチZoom
6-9⽉

8⽉キックオフ

回答:370名超/1700名
回答率 20%超

ランチョンZoom
10⽉-


